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【養
老
渓
谷
バ
ス
旅
行
】 

ひ
と
み
会 

 

11
月
21
日
の
養
老
渓
谷
バ
ス
旅
行
は
、
７
つ

の
会
か
ら
44
名
が
参
加
し
、
絶
好
の
小
春
日

和
に
恵
ま
れ
て
行
わ
れ
た
。
ア
ク
ア
ラ
イ
ン
の

海
ほ
た
る
は
風
も
無
く
、
富
士
山
の
眺
望
が
見

事
。
予
定
通
り
に
養
老
渓
谷
に
到
着
し
て
、
養

老
川
沿
い
を
１
時
間
の
散
策
。
紅
葉
は
少
し
早

か
っ
た
が
、
川
の
流
れ
と
も
に
綺
麗
だ
っ
た
。
そ

の
後
は
、
日
蓮
上
人
に
ゆ
か
り
の
あ
る
誕
生
寺

へ。
無
料
ガ
イ
ド
を
聞
い
て
、
集
合
写
真
撮
影
。

そ
し
て
お
待
ち
か
ね
の
食
事
処
で
出
た
の
は
新

鮮
な
地
魚
磯
料
理
。
暖
か
い
天
ぷ
ら
や
汁
物

と
共
に
好
評
だ
っ
た
。
帰
り
の
土
産
処
で
買
い

求
め
た
鯛
せ
ん
べ
い
を
バ
ス
に
忘
れ
て
帰
っ
た
方

も
お
ら
れ
た
が
、
事
故
も
無
く
、
ガ
イ
ド
さ
ん

や
添
乗
員
さ
ん
の
サ
ー
ビ
ス
も
良
く
て
、
思
い

出
に
残
る
バ
ス
旅
行
と
な
っ
た
。  

田
中 

     【江
戸
川
柳 

講
演
会
】 

睦
会 

 

１
月
12
日
に
開
催
さ
れ
た
「江
戸
川
柳
か 

ら
庶
民
の
生
活
ぶ
り
を
探
る
」講
演
会
は
、
一

般
か
ら
の
応
募
者
を
含
め
て
75
人
の
参
加
者

が
あ
り
、
盛
況
だ
っ
た
。
お
な
じ
み
の
福
田
講

師
の
豊
富
な
資
料
に
よ
り
、
江
戸
の
生
活
が
生

き
生
き
と
描
写
さ
れ
る
川
柳
の
魅
力
を
堪
能 

す
る
こ
と
が
出
来
た
。  

 
 
 
 

横
山 

【柳
川
観
光
ツ
ア
ー
】 

楽
友
会 

 

有
意
義
な
「柳
川
観
光
ツ
ア
ー
」で
あ
っ
た
。 

昨
年
11
月
私
が
柳
川
観
光
大
使
に
選
任
さ
れ

た
こ
と
も
あ
り
、
Ｎ
Ｓ
Ｎ
の
オ
ー
プ
ン
参
加
行

事
と
し
て
、
楽
友
会
以
外
か
ら
も
参
加
し
、

11
月
１
日
～
３
日
迄
の
３
日
間
、 

「水
郷
柳
川

白
秋
祭
水
上
パ
レ
ー
ド
～
太
宰
府
天
満
宮
～

福
岡
」の
観
光
ツ
ア
ー
を
行
っ
た
。
初
日
は
柳
川

市
役
所
で
全
員
参
加
に
よ
る
「観
光
大
使
の
就

任
式
」が
行
な
わ
れ
た
。
そ
の
後
、
水
郷
で
名

物
「川
下
り
」を
し
な
が
ら
「う
な
ぎ
の
せ
い
ろ

蒸
し
」を
味
わ
っ
た
。
夜
は
温
泉
風
呂
に
入
っ
た

後
、
白
秋
祭
水
上
パ
レ
ー
ド
と
花
火
大
会
を
存

分
に
楽
し
ん
だ
。 

２
日
目
は
、
白
秋
の
命
日
に
当
た
る
の
で
献 

 

酒
と
献
花
祭
に
同
席
し
、
立
花
藩
の
別
邸
「お 

花
」に
移
動
し
て
、
城
下
町
の
昔
を
偲
ん
だ
。 

そ
の
後
、
菅
原
道
真
の
太
宰
府
天
満
宮
と
九 

州
国
立
博
物
館
を
見
て
、
夜
は
歓
楽
街
の
中
州 

を
エ
ン
ジ
ョ
イ
し
た
。
最
終
日
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河

ド
ラ
マ
黒
田
官
兵
衛
の
福
岡
城
跡
等
の
史
跡 

巡
り
を
行
い
、
い
ろ
い
ろ
学
ん
で
帰
京
し
た
。 

   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

下
河 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

オ
ー
プ
ン
参
加
行
事
特
集 

オ
ー
プ
ン
参
加
行
事
は
、
自
分
た
ち
の
会
だ
け

で
は
出
来
な
い
行
事
が
可
能
と
な
り
、
ま
た 

よ
り
多
く
の
人
と
知
り
合
い
に
な
れ
る
良
い
機 

会
で
す
。
Ｎ
Ｓ
Ｎ
に
い
る
メ
リ
ッ
ト
を
生
か
し
て

参
加
し
、
自
分
た
ち
で
も
企
画
し
ま
し
ょ
う
。 

最
近
の
オ
ー
プ
ン
参
加
行
事
を
紹
介
し
ま
す
。 

 

柳川市役所にて 

市長とツアーメンバー 



【会員のひろば】 
 

 
 

 

《
近
頃
思
う
事
》 

 

私
は
氏
子
で
も
檀
家
で
も
な
い
が
、

起
床
後
洗
顔
し
て
口
を
漱
い
で
か
ら

神
棚
に
水
を
上
げ
て
二
礼
二
拍
手
一

礼
し
て
、
家
族
の
一
日
の
無
事
を
祈

願
す
る
。
次
に
仏
壇
に
ご
飯
と
お
水

を
お
供
え
し
て
、
蝋
燭

を
灯
し
て
線

香
を
あ
げ
て
鐘
を
打
つ
、
そ
し
て
戒
名

毎
に
南
無
阿
弥
陀
仏
を
唱
え
る
。
特

別
の
事
が
あ
れ
ば
お
願
い
と
報
告
も
つ

ぶ
や
い
て
い
る
。
多
く
の
人
が
す
る
よ

う
に
こ
れ
が
私
の
日
課
の
始
ま
り
で
あ

る
。
必
ず
や
ら
な
い
と
気
分
が
す
っ
き

り
し
な
い
。
た
ま
に
遊
び
に
来
る
孫
達

も
真
似
を
し
て
仏
壇
に
小
さ
な
手
を

合
わ
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
蝋
燭
や
線

香
が
珍
し
い
の
と
チ
ー
ン
と
鐘
を
打
つ

の
が
面
白
い
か
ら
だ
ろ
う
が
、
私
と
し

て
は
嬉
し
い
気
持
ち
も
あ
る
。
こ
の
ご

ろ
亡
父
母
の
事
を
時
々
思
い
出
す
。

年
を
取
っ
て
子
供
の
頃
へ
の
回
帰
心
が

出
て
き
た
の
だ
ろ
う
か
？
両
親
は
信

州
の
山
村
育
ち
で
、
明
治
生
ま
れ
の

父
か
ら
は
正
直
さ
と
勤
勉
さ
を
学
ん

だ
。
生
真
面
目
で
努
力
家
だ
っ
た
。
大

正
生
ま
れ
の
母
か
ら
は
陽
気
さ
と
友

達
の
大
切
さ
を
教
え
ら
れ
た
。
付
き

合
い
上
手
な
如
才
な
い
人
だ
っ
た
。
皆

が
懸
命
に
生
き
た
時
代
の
普
通
の
二

人
だ
っ
た
と
思
う
。
平
凡
な
二
人
で
も

子
供
か
ら
見
る
と
生
き
様
も
死
に
様

も
素
晴
ら
し
い
夫
婦
だ
っ
た
。
罰
当
た

り
な
こ
と
に
、
ど
ち
ら
の
教
え
も
私
に

は
身
に
つ
い
て
い
な
い
。
い
い
加
減
に
生

き
て
き
た
つ
も
り
は
な
い
が
、
中
途
半

端
に
出
来
上
が
っ
て
し
ま
っ
た
。
し
か

し
人
生
は
ま
だ
ま
だ
結
構
長
い
か
ら
、

未
熟
の
所
は
謙
虚
に
認
め
て
直
し
た

い
と
思
う
。
幸
い
菜
々
会
に
は
生
き
た

教
材
が
沢
山
あ
る
か
ら
難
し
い
本
は

読
ま
ず
に
済
む
。
子
孫
に
は
実
に
平

凡
で
あ
る
が
、
妻
と
二
人
で
健
康
で

楽
し
く
生
活
す
る
姿
を
、
で
き
る
だ

け
長
く
残
し
た
い
と
思
う
。
両
親
が
と

て
も
仲
良
く
長
命
で
あ
っ
た
よ
う
に
。 

菜
々
会 

 
 

 

原 
 

博 

《
小
春
日
和
の
吟
行
》 

 

朝
か
ら
抜
け
る
よ
う
な
青
空
で
あ

る
。
今
日
は
俳
句
結
社

の
吟
行
で
、

集
合
場
所
の
浅
草
雷
門
へ
と
向
か
う
。

集
合
時
間
に
少
々
余
裕
が
あ
っ
た
の

で
裏
通
り
を
散
策
し
、
句
碑
が
集
め

ら
れ
て
い
る
「
奥
山
」
へ
足
を
運
ん
で
み

た
。
句
碑
の
一
つ
。 

観
音
で
雨
に
逢
ひ
け
り
花
盛 子

規 

浅
草
寺
境
内
は
子
規
の
散
歩
コ
ー

ス
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
桜
の
頃
、
散
歩
の

途
中
で
雨
が
降
っ
て
き
た
こ
と
を
詠
ん

だ
の
で
あ
ろ
う
か
。 

百

年

の
牛

鍋

の
老

舗

「
米

久

」
で

昼
食
の
後
、
伝
統
工
芸
展
示
館
、
池

波
正
太
郎
記
念
文
庫
、
そ
し
て
一
葉

記
念
館
へ
。
ど
ん
ど
ん
句
材
は
増
え
て

い
く
が
、
作

句

の
方

は
焦

り
を
感

じ

る
。 一

葉
記
念
館
は
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
、

豊
富
な
展
示
物
は
見
や
す
く
、
大
変

充
実
し
て
い
た
。
生
活
面
で
の
彼
女
は
、

何
回
と
な
く
引
っ
越
し
を
繰
り
返
し

て
い
た
。
そ
の
中
の
一
か
所
「
井
戸
の

あ
る
旧
居
」
は
、
本
郷
菊
富
士
ホ
テ
ル

と
共
に
文
学
史
に
残
さ
れ
て
い
る
。 

菊
坂
町
七
十
番
地
一
葉
忌 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

澄
恵 

作
品
に
於
い
て
は
、
「
た
け
く
ら
べ
」

で
文
壇
の
高
い
評
価
を
受
け
、
森
鴎

外
が
激
賞
し
た
こ
と
は
知
ら
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
肺
結
核
で
夭
折
（
24
歳
）
す

る
ま
で
の
短
い
期

間
に
、
「
大
つ
ご
も

り
」
「
に
ご
り
え
」
「
十
三
夜
」
等
、
後

世
に
残
る
名
作
を
発
表
し
て
い
く
の

で
あ
る
。 

筆
の
熱
き
ま
ま
に
果
つ
る
一
葉
忌 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

澄
恵 

こ
の
後
、
い
つ
も
通
り
柳
橋
の
会
場

で
句
会
が
行
わ
れ
た
。
実
は
吟
行
は

苦
手
な
の
で
あ
る
が
、
「
一
葉
」
に
絞
っ

て
詠
ん
だ
の
が
良
い
結
果
と
な
っ
た
よ

う
に
思
わ
れ
た
。 

八
展
会 

 
 

西
浦 

澄
恵 



【会員のひろば】 
 

 

《
秋
の
鎌
倉
バ
ス
旅
行
》 

あ
る
会
で
秋
の
紅
葉
を
み
ん
な
で

楽
し
み
に
鎌
倉
方
面
へ
日
帰
り
バ
ス
旅

行
に
行
っ
た
。
幸
い
に
天
候
は
こ
の
上

な
い
良
い
天
気
で
気
分
も
上
々
晴
れ

晴
れ
で
あ
っ
た
。
カ
ラ
オ
ケ
付
き
の
サ

ロ
ン
バ
ス
で
、
北
鎌
倉
の
円
覚
寺
を
参

拝
・
市
内
で
昼
食
・
鶴
岡
八
幡
宮
を

参
拝
・
小
町
通
り
の
散
策
・
お
土
産

等
買
い
物
を
し
て
、
紅
葉
に
浸
り
な
が

ら
一
路
帰
路
に
着
き
、
何
事
も
な
く

予
定
の
時
間
に
帰
着
し
た
。 

メ
ン
バ
ー
は
年
配
の
方
が
多
い
の
で

行
く
先

も
限
界

が
あ
り
、
な
る
べ
く

歩
く
と
こ
ろ
を
少
な
く
と
い
う
こ
と
で
、

紅
葉
散
策
で
あ
り
な
が
ら
も
、
歩
く
・

散
歩
す
る
と
い
う
旅
行
の
大
き
な
ウ

エ
イ
ト
の
要
素
を
節
約
し
、
な
る
べ
く

バ
ス
で
場
所
か
ら
場
所
へ
移
動
す
る
と

い
う
計
画
で
あ
る
か
ら
、
自
ず
と
行
く

所
も
制
限
さ
れ
る
。 

条
件
つ
き
旅
行
で
は
あ
る
が
や
は

り
旅
に
で
た
い
、
紅
葉
の
あ
の
景
色
を

見
た
い
、
味
わ
い
た
い
の
で
あ
る
。
又
、

多
人
数
で
同
行
し
て
取
り
と
め
の
な

い
話
で
終
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
れ

が
み
ん
な
楽
し
い
よ
う
で
あ
る
。
人
そ

れ
ぞ
れ
違
う
と
思
う
が
、
日
常
は
無

縁
で
通
し
て
い
る
私
も
、
神
社
・
仏
閣

に
さ
さ
や
か
な
お
賽
銭
を
上
げ
て
手

を
合
わ
せ
る
と
、
不
思
議
に
気
持
ち

は
、
心
は
新
鮮
に
な
る
の
で
あ
る
。
何

か
一
仕
事
し
た
気
分
に
な
り
、
願
い

事
が
叶
い
そ
う
で
あ
る
。 

人
々
を
惹
き
つ
け
て
止

ま
な
い
神

社
・
仏
閣
の
あ
の
荘
厳
な
佇
ま
い
は
、

歴
史
と
時
間
を
陵
駕
し
て
そ
の
時
代

の
人
々
に
与
え
て
き
た
精
神
・
形

を

表
し
て
い
る
の
で
は
と
、
到
底
は
か
り

知
れ
な
い
こ
と
ば
か
り
で
あ
る
。
今
持

て
は
や
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
将
来
・

未
来
に
残
る
も
の
は
何
で
し
ょ
う
か
？

や
は
り
歴
史
が
証
明
し
て
く
れ
る
で

し
ょ
う
。
参
加
者
の
皆
さ
ん
、
バ
ス
旅

行
に
行
け
て
良
か
っ
た
で
す
ね
。 

メ
ロ
ウ
・
メ
イ
ツ
す
ば
る 

奥
村
悦
郎 

 

第

21
回
ね
り
ま
シ
ニ
ア
セ
ミ
ナ
ー 

来
る
５
月

17
日
（
土
）
の
ね
り
ま
シ

ニ
ア
セ
ミ
ナ
ー
開
催
に
向
け
て
、
セ
ミ

ナ
ー
企
画
委
員
会
で
は
、
チ
ラ
シ
、
プ

ロ
グ
ラ
ム
や
テ
キ
ス
ト
の
検
討
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。
チ
ラ
シ
に
つ
い
て
は
、
２

月
末
に
配
布
す
る
こ
と
に
し
、
基
調

講
演
は
角
本
陽
一
氏
（
シ
ニ
ア
大
楽

講
師
）
に
依
頼
す
る
こ
と
に
決
ま
り
ま

し
た
。 

Ｎ
Ｓ
Ｎ
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
て 

は
、
配
布
の
チ
ラ
シ
を
是
非
活
用
し
て

い
た
だ
き
参
加
を
呼
び
か
け
て
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 
 

（
セ
ミ
ナ
ー
事
務
局
） 

 春
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
・
ク
リ
ー
ン
ウ
ォ
ー
ク 

今

回

は
到

達

地

点

を
変

え
て
石

神
井
公
園
に
向
け
て
の
３
コ
ー
ス
で
行

わ
れ
ま
す
。 

日
時
は
４
月
１
日
（
火
）
。
コ
ー
ス
は 

大
泉
学
園
駅
南
口
（
10
時
）
、
石
神

井
公
園
駅
（
10
時

30
分
）
、
練
馬
高

野
台
駅
（
10
時
）
を
出
発
点
と
し
て
、

石
神
井
公
園
を
目
指
し
ま
す
。 

参
加
費
は
５
０
０
円
、
チ
ャ
リ
テ
ィ

は
５
０
０
円
（
１
口
）
で
練
馬
区
の
葉

っ
ぴ
い
基
金
に
寄
付
す
る
予
定
で
す
。 

 

詳
細
は
皆
様
に
配
布
い
た
し
ま
し
た

案
内
チ
ラ
シ
を
ご
覧
い
た
だ
き
、
お
誘

い
合
わ
せ
の
上
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

 
 

 
 

 
 
 

（
Ｃ
Ｃ
Ｗ
事
務
局
） 

 第
３
回
Ｗ
Ｈ
Ｃ
共
催
講
演
会 

「
終
活 

も
し
も
の
時
の
準
備 

い
つ
や
る
の
？ 

今
で
し
ょ
！
」 

シ
ニ
ア
世
代
の
大
き
な
関
心
事
の 

終
末
期
の
準
備
に
つ
い
て
、
左
記
の
よ

う
に
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。 

３
月
３
日
（
月
）
午
後
２
時
～
４
時

半
石
神
井
公
園
区
民
交
流
セ
ン
タ
ー 

参
加
費
５
０
０
円
。 

講
師
は
テ
レ
ビ
な
ど
で
お
馴
染
み
の

｢

終
活｣

の
プ
ロ
、
二
村
祐
輔
さ
ん
（
葬

祭
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
）
で
す
。 

＊
既
報
の
講
師
は
変
更
。
（
佐
藤
） 

 



★
講
座
「悪
質
商
法
の
手
口
」 

オ
レ
オ
レ
詐
欺
を
始
め
と
し
た
悪
質
商
法
は
増
え
る

ば
か
り
。
何
故
だ
ろ
う
？ 

あ
な
た
は
大
丈
夫
？ 

（月
日
） 

３
月
23
日
（日
）
10
・
00
～
11
・
30 

（場
所
） 

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー 

え
ー
る 

 

(

講
師) 

東
京
都
消
費
生
活
総
合
セ
ン
タ
ー
講
師 

(

参
加
費) 
無
料 

（申
込
） 
虹
の
会 

丸
山 

☎(

５
９
９
９)

４
５
５
０ 

 

【定 

例 

行 
事
】 

☆
話
飲(

ワ
イ
ン)

の
会 

自
由
に
お
弁
当
を
持
ち
こ
み
、
飲
ん
で
食
べ
て
楽
し
く

お
し
ゃ
べ
り
し
ま
し
ょ
う
。
素
敵
な
出
会
い
が
？ 

（月
日
） 

第
１
金
曜
日
と
第
３
水
曜
日
が
原
則 

11
・
30
～
13
・
30 <

10
月
は
4
日
と
17
日> 

（場
所
） 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
イ
・チ
ャ
イ
ハ
ナ
光
が
丘 

 

光
が
丘
駅
よ
り
徒
歩
５
分
。
Ｈ
Ｐ
参
照
。 

(

参
加
費) 

５
０
０
円
。 

飲
み
物
代
含
む
。
要
予
約
。 

 
 
 
 
 
 

ワ
イ
ン
・ビ
ー
ル
・コ
ー
ヒ
ー
・紅
茶 

  

（問
合
せ
・申
込
）四
季
会 

吉
村 

☎
０
７
０(

６
５
５
９)

３
９
３
３ 

☆
太
極
拳
の
会 

講
師
の
先
生
を
お
呼
び
し
て
月
２
回
太
極
拳
を
楽
し

ん
で
い
ま
す
。
数
名
の
方
の
参
加
を
歓
迎
し
ま
す
。 

（日
時
）第
２
・４
火
曜
日
午
後 

（場
所
）東
大
泉
中
央
地
域
集
会
所 

（申
込
・問
合
せ
） 

二
三
の
会 

伊
藤
☎
（３
９
２
２
）８
８
０
３ 

☆
ユ
ー
モ
ア
サ
ー
ク
ル 

３
分
間
ス
ピ
ー
チ
に
よ
り
、
自
然
に
ユ
ー
モ
ア
感
覚
を

体
得
し
ま
し
ょ
う
。 

（日
時
）奇
数
月
第
４
月
曜
日 

14
・
00
～
17
・
00 

（場
所
）谷
原
出
張
所
（高
野
台
駅
下
車
３
分
）の
予
定 

（会
費
）３
０
０
円
（当
日
参
加
者
） 

（申
込
・問
合
せ
）エ
ル
フ
内
藤
☎
（６
７
６
０
）２
８
１
５ 

☆
八
展
会
囲
碁
ク
ラ
ブ 

(

日
時) 

２
月
11
日(

火)

、
３
月
21
日
（金
） 

12
・
30
～
17
・
00 

(

場
所)

光
ヶ
丘
地
区
区
民
館 

(

申
込) 

八
展
会 

関
野 

☎(

５
９
９
８)

９
８
８
８ 

☆
60
歳
か
ら
の
健
康
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル 

初
歩
の
易
し
い
ス
テ
ッ
プ
か
ら
始
め
る
健
康
ダ
ン
ス
。 

（場
所
）①
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー(

火) 

②
石
神
井
庁
舎(

水) 

(

時
間)

10
・
30
～
11
・
45 

(
会
費)

１
回
５
０
０
円 

(

講
師)
国
際
ダ
ン
ス
連
盟
理
事 

宮
木
康
隆 

（申
込
・問
合
せ
） 

楽
友
会 
植
村
☎
０
９
０
・５
７
５
９
・７
１
２
０ 

☆
楽
し
く
本
を
読
む
会 

今
迄
読
ん
だ
事
の
な
い
新
し
い
本
に
出
会
う
喜

び
と
新
鮮
な
学
び
が
得
ら
れ
ま
す
。 

(

日
時
）毎
月
第
１
土
曜
日

13
・
00
～
14
・
45 

(

場
所
）サ
ン
ラ
イ
フ
練
馬
会
議
室 

(

申
込
、
問
合
せ
） 

       

ま
る
く
会 

吉
田
☎(

６
７
６
０)

７
１
１
２ 

 

 

  
 

                   

編
集
後
記 

年
末
か
ら
正
月
に
か
け
て
は 

何
か
と
慌
た
だ
し
か
っ

た
が
、
よ
う
や
く
落
ち
着
い
て
き
た
。
さ
て
今
年
は
何

が
あ
る
だ
ろ
う
。
昨
年
は
思
い
が
け
ず
母
の
通
う
介

護
施
設
の
新
聞
を
発
行
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
今
年
は

こ
の
会
報
／
Ｎ
Ｓ
Ｎ
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
か
な
？ 

 

み
な
さ
ん
、
午
（う
ま
）い 

案
は
有
り
ま
せ
ん
か
。 ○

山 
 
 
 
 
 

＜問合せ・連絡先 03-5999-4550＞ 編集責任者／丸山敏雄（虹の会） 

Ｎ
Ｓ
Ｎ
定
例
運
営
連
絡
会 

開
催
メ
モ 

 ▼
Ｈ
25
年
11
月
23
日(

土)

14
・
00
～
16
・
00 

 
 
 
 
             

於
・谷
原
出
張
所
会
議
室 

▼
Ｈ
25
年
12
月
28
日(

土)

14
・
00
～
15
・
30 

於
・え
ー
る
会
議
室 

連
絡
確
認
事
項 

① 

チ
ャ
リ
テ
ィ
・ク
リ
ー
ン
ウ
ォ
ー
ク
委
員
会 

･

春
の
Ｃ
Ｃ
Ｗ
開
催
（４
月
１
日
） 

(

石
神
井
公
園
コ
ー
ス
） 

② 

講
演
会
（Ｗ
Ｈ
Ｃ
ク
ラ
ブ
） 

・講
演
会
の
開
催
（３
月
３
日
） 

(

石
神
井
公
園
区
民
交
流
セ
ン
タ
ー
） 

③ 

ね
り
ま
シ
ニ
ア
セ
ミ
ナ
ー
委
員
会 

・プ
ロ
グ
ラ
ム
・講
師
選
定
・テ
ー
マ 

④ 

つ
い
の
住
ま
い
研
究
会 

・研
究
会
及
び
講
演
会
の
予
定 

⑤ 

会
報
編
集
委
員
会 

⑥ 

そ
の
他 

 
 

 

 

  

オープン参加行事のご案内 
 


